
 

大阪・関西万博 自治体連携プログラム企画運営業務委託 

事業者選定結果について 

 

 

本事業について、公募型プロポーザル方式により事業者を募集し、下記のとおり優秀提案者（契約候補者）

を選定しましたので、お知らせします。 

 

 

１ 審査手法 

 事業者（８者）から提案のあった内容について、３名の評価委員よる審査を行い、優秀提案者を２者選定

いたしました。 

 なお、審査にあたっては、令和４年 1 月 26 日に受託予定者プロポーザル評価委員会を開催し、評価委員よ

る採点（300 点満点）を行いました。 

 

２ 審査結果 

（１）優秀提案者 2 者（契約候補者） 

株式会社読売新聞大阪本社  評価点 263 点  

東武トップツアーズ・ホストタウンアピール実行委員会  評価点 219 点  

 

（２）提案事業者（50 音順） 

一般社団法人おうえんフェス 

一般社団法人関西イノベーションセンター 

近畿日本ツーリスト株式会社西日本支社関西法人 MICE 支店 

株式会社 JTB コミュニケーションデザイン 

株式会社セレスポ大阪支店 

東武トップツアーズ・ホストタウンアピール実行委員会 

株式会社電通・株式会社四国新聞社・株式会社山陽新聞社コンソーシアム 

株式会社読売新聞大阪本社 

 

評価点 

事業者①：263 点 

事業者②：219 点 

事業者③：203 点  

事業者④：200 点 

事業者⑤：198 点 



 

事業者⑥：167 点  

事業者⑦：160 点  

事業者⑧：143 点  

 

３ 優秀提案者の選定理由及び付帯意見（講評） 

●株式会社読売新聞大阪本社 

・「海」を「水族館」からとらえた点がよい。 「水族館」であれば、関西だけでなく全国で展開可能であり、また、

日本が海に囲まれている国であることを、改めて世界へアピールすることに繋げることができる。 

・企画内容が、イベントの継続性、ひな形となるコンテンツで構成されており、水族館のネットワークを活用して他

の自治体においても展開、応用可能であり、継続的な実施が期待できる提案となっている。 

・イベント内容、実施体制、スケジュール、イベント前後の広報等がよく考えられている。 

  【付帯意見】 

・今回のイベントを機に、ぜひ、水族館のネットワークづくり、並びにそれを基軸とした他の自治体への波及に取り 

組まれたい。 

・予定となっている出演者については、速やかに確定されたい。 

 

●東武トップツアーズ・ホストタウンアピール実行委員会 

・５つの自治体との連携を活かした広範な自治体連携となっている。 

・同じテーマを持つ自治体が連携するプログラムとなっており、テーマを変えて実施することで、今後の地域や分

野の広がりや展開が期待できる内容となっている。 

・実施手法、体制、スケジュール等がよく考えられている。 

 【付帯意見】 

・テーマを、サーフィンだけなく海洋スポーツとする、他のスポーツや分野にも広げることで、より多くの人を巻き込む

工夫をして実施されたい。 

・他の地域や分野にも範囲を広げることができる特色を活かして、今回限りの単発のイベント等とならないよう、

来年度以降も独自に展開されることを前提に実施されたい。 

 

４ 評価委員会委員（50音順、敬称略） 

氏名 所属・役職 選任理由 

金馬 由佳 
株式会社神戸新聞社 デジタル推進局 

プロジェクト編集部 デスク 

企画内容の独創性、一般市民への訴求力

や、地域（地方自治体）の巻き込み、魅力

発信等の波及力について意見をいただくため。 

小原 啓渡 リッジクリエイティブ株式会社 代表取締役 

企画内容の独創性、地域活性への貢献度、

事業の実現性・推進力、自治体等との連携に

ついて意見をいただくため。 



 

 

以上 

花澤 隆博 大阪市 経済戦略局 観光部長 

企画内容の独創性に加え、自治体連携の実

現性、自治体の有益性について行政の立場か

ら意見をいただくため。 


